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1994年、Shorが「既存コンピュータが絶対に解けない素因数分解が量子コンピュータにより解

けるようになる」ことを示すと、世界中のトップ物理学者が様々な形態の量子コンピュータ研究

に乗り出した。イオントラップ、超伝導量子ビット、半導体スピン量子ビット、光量子ビットな

どさまざまな提案がなされ、その多くが当初の予想をはるかに超えるスピードで発展して今日に

至っている。シリコン中のスピン量子ビットも驚くべき進化を遂げ、現在では 2 量子ビットがシ

リコンの通常の微細加工技術を用いて作製できるようになった。本講演は以下の 3部構成とする。 

第 1部では、世界中で開発が進んでいる様々な量子コンピュータ開発の最先端を紹介する。 

第 2部では、同位体濃縮された 28Si高純度ウエハーにイオン注入されたリンドナー原子 1個、

または微細加工技術によって作製された単一電子スピン量子ドットを量子ビットとして利用する

量子計算の実験結果を示す。また、この単一スピン操作に至るまでの研究成果も示す。 

第 3部では今後の課題を議論する。 
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